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寺 田寅彦 



した か。 当時 を 思い出す たびに 考えて みるの だが、 こ 

れ はだれ に 聞いても 到底 わかりそう もない。 

こんな 哀れな 存在 も あるので ある。 

二 

まる 1 つち 

ある 日 乗り合わせた 丸の 内の 電車で、 向かい側に 腰 

を かけた 中年の 男女 二人連れ があった。 男 は 洋服 を 着 

さかなや ふうて い 

た 魚屋さん とで もい つた 風体で あり、 女 は その 近所の 

八百屋のお かみさんと でも 思われる 人 がらであった。 

しかるに 二人の 話し合つ ている 姿態から 顔の 表情に 



あく 抜けの した ヤン キ— タイプ を 見せて いた。 

きっさてん 

喫茶店な ど で 見受け る 若い 男女 に 活動 仕込み の 表情 

姿態 を 見る の は 怪しむ まで もな いが、 これが 四十 前後 

の 堅気な 男女にまで 波及して 来たの だとす ると、 これ 

はかな リ 容易なら ぬ 事 かもしれ ない。 

てんぴよう じだ い 

天平 時代の 日本の 都の 男女 はや はりこう いう ふうに 

と-つ しらぎ 

して 唐 や 新羅の タイプに 化して 行った のか もしれ ない。 

書店の 一 一階の 食堂で 昼飯 を 食いながら、 窓ガラス 越 



考えながら 一 杯の コ— ヒ— をす する ので ある。 

震災 前の 東京 は、 高い 所から 見お ろす と、 ただ 一 面 

に 鈍い 鉛の ような 灰色の 屋根の 海であった。 それが、 

震災 後 はい つたいに あたたかい 明るい 愉快な 色の 調子 

が 勝って 来た。 それと 同時に そういう 所で 仰ぎ見る 空 

の 色が 以前よりも 深く 青く 見え だした ような 気がする _ 

これ は コントラストの せいであろう。 これほど 著しい 

色彩の 変化が 都人 の 心に 何 かの 影響 を 及ぼ さない はず 

はない という 気がする。 

実際 は 東京の 空気 は 年々 に 濁る はずで ある。 自動車 

の ガソリンの 煙 だけで も 霧 の 凝縮 核 を 供給す る こと は 
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